
 

 

 

 

 

 

 

 
未来の学びに向けて対話がこだまする学校  
～創造（クリエイト）と対話（コミュニケーション）～ 

 

春風や 闘志いだきて 丘に立つ（高浜虚子） 
 
丹波篠山に吹く風が暖かな春をも 

たらし、すべての生命が一斉に息を 
ふきだしました。命・友だち・家族 
の温かさを感じながら、新学期がス 
タートしました。１年生１３７名、 
２年生１２６名、３年生１１８名、 
全校生３８１名の「やるぞ」「がん 
ばるぞ」という気持ちが溢れている 
ように感じます。 

さて、人類が英知を結集しても、根 

本的な解決に至っていない新型コロナ 

ウイルス。その感染拡大から２年以上 

がたち、私たちは、やり方をかえ、行 

動を変えてきました。その中で、「昔を懐かしみ嘆くだけなら喪失感しかえられないが、ゼ

ロから新しいものを創ろうとすれば達成感が得られること」「人と集まる機会が減り、人と

絆や友情を確認する機会も激減したため、強く人との絆を意識し、一回毎の出会いを大切に

すること」を学びました。 

ウイズコロナからポストコロナに向かう未来社会、そして、新産業が創出される未来社会

では、答えがすぐ見つかることはなく、何が普通で何が当たり前であるか問い直し、他者と

協力して、自分なりの正解を見つけ、生活を創る発想が大切になります。つまり、これから

の社会では、正解を早く見つけるジグソーパズル型の学びから、無数の解よりよりベストな

解を創るブロックパズル型の学びが重要になってきます。 

そうした中、最近Z世代と呼ばれる若者の間で、だらだら話すのではなく、例えば、美味

しいコーヒーをブレンドするなど、創作活動を一緒に行うこと、つまり、「クリエイト」と

「コミュニケーション」を組み合わせた「クリエケーション」が広がっていると言われます。 

篠山中学校では、「基礎力（知識・技能）・思考力（思考・判断・表現等）・実践力（学びに向かう力）をもち、支えあ

い学びあう生徒の育成」を教育目標とし、「やってみたらおもしろかった」「できなかったけ

どできるようになりたい」など、生徒が主語・主役となり、最善解を探し続ける「創造」と

「対話」（クリエケーション）を通して、教育内容の効率化、質の向上を図り、将来や社会

の糸口につながる学ぶ力の育成を図ります。 

 

※スマートフォン、タブレットでＱＲコードをかざすと、篠山中学校ホームページにアクセスします。 

 明るく楽しく厳しく 
丹波篠山市立篠山中学校 学校だより 第１号 

令和４年4月７日 
丹波篠山市立篠山中学校 

  丹波篠山市東沢田２２４  
℡079-５５２-１１５５ 

［学校教育目標］基礎力・思考力・実践力をもち、支えあい学びあう生徒の育成  

［めざす学校像］未来の学びに向けて対話がこだまする学校～ジグソーパズルからブロックパズルの学びへ～ 
         さわやかな環境 ささえあう仲間 やくどうする授業 まごころあふれる集団   



【指導の重点】 
１ さわやか 安全安心な環境づくり 

感染症、食、アレルギー、飲酒喫煙薬物乱用防止をはじめ、情報進展に伴う事件・事故、防災、環境
保全、国民保護等、健康・安全に係る情報を的確に判断し、主体的に行動する実践力を、授業や避難訓
練等で育みます。特に、安全マニュアルの見直しと迅速な対応の徹底、全教科における防災の授業を行
います。 
新型コロナウイルス感染症対策として、「学校に持ち込まない、学校に広げない」を基本に、マスク

着用や手洗い、黙食の徹底、こまめな換気、身体的距離の確保など濃厚接触が起きない感染症対策を一
層進めます。ご家庭におかれましては、喉の違和感や発熱等の風邪症状がある場合は、医療機関を受診
し、学校に登校しないようにお願いします。 

 

２ ささえあい 将来や社会の糸口をつかむ仲間づくり 
対話的な学習指導や体験的な集団活動、生徒会や部活動のルールメイキ 

ング等を通してコミュニケーション力、マネジメント力向上など社会の糸 
口をつかむ活動を進めます。また、ネットの適切な活用を図るデジタルシ 
ティズンシップ教育や生徒会「Ｎｏ Ｍｏｒｅいじめ宣言」の啓発活動を 
進めます。 
学年担任制により、アンケートや教育相談の複数対応、中心発問を精査 

 した道徳の授業についてのローテーション授業を行うとともに、組織的・ 
計画的にいじめ等の未然防止、早期発見・対応を行います。 

 
３ やくどう 主体的・対話的で深く学ぶ授業づくり 

職業構造の変化や新産業の創出、SDGs等も踏まえ、学びと社会のつながりを考え、愛郷心、社会 
の一員の自覚、社会参画への意欲、態度を高めるキャリア教育を進めます。 
授業スタンダードにより、未来社 

会でベストな答を求める際、必要と 
なる「さきよみする感性、ささえあ 
う力、やりぬく力・まとめる力」の 
育成を図ります。特に、目標と授業 
の流れを生徒と共有し、学びを実感 
できる振り返りを行えるよう指導と 
評価の一体化を図ります。 
一人一台パソコンにより個別最適 

な学び、協働的な学びの質を高めま 
す。また、ユニバーサルデザインを 
充実し、個に応じ個がいきる授業を 
進めます。 

 
４ まごころ 生徒と大人が真摯に向き合う集団づくり 
  学校の主人公である生徒と、保護者、地域の方々、 
教職員からなる学校運営協議会が学校づくりについ 
て協議し（四つの力委員会）、夢を育む授業、やりが 
いのある地域貢献、やすらぎのある環境づくりを進 
めます。特に、学校地域運営協議会の協力のもと企 
業等による人的物的支援によるデジタルシティズン 
シップ教育を進めます。 

  教育は“今日行く”を基盤に、保護者や地域住民 
 のつぶやきに敏感に気づき、複数で即時即日対話し、 
課題と改善の方向性を共有します。また、１人１台 
タブレットを利用した校務･業務の効率化･情報化、 
バック・キャスティング（ゴールを精選し、逆算して 
計画）による教育活動等により業務の改善を進めます。 

 ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰささまめちゃん 
 

【篠山中学校授業スタンダード】 
 
１ ハッキリ！ 目標・見通し ●予習で目標と流れをつかむ 
［さきよみする感性］     ●導入で目標、流れを確認する 
 
２ シッカリ！ 基礎・基本  ●学習用語や図表を使い、考え 

たり書いたりする 
 
３ ミッチリ！思考・対話   ●具体的、論理的に伝える 
［ささえあう力］       ●比較、関連、類別等して聴く 

●要約、説明等を発表する 
 
４ バッチリ！振り返り・実践 ●考えを修正してまとめる 
［やりきる力 まとめる力］  ●目標に対して自己評価する 



令和４年度教育活動について 
未来社会を生きる人間力を育むため、タブレットPCを活用しながら、多様な考えから共

通点や相違点を見つけ、新たな考えをつくり出すなど、生徒の対話と思考を重視した授業改
善を進めています。また、学校行事等については、①授業の成果発表の場、②生徒が主体的
に活動する場、③安全安心に取り組める場の観点から毎年見直し、感染症予防も含めて効果
的・効率的な方法で実施できるように業務改善を進めています。 
令和 4 年度の教育課程等について、変更した部分をお知らせしますので、何卒、ご理解

ご協力いただきますようにお願い申しあげます。 
 
 〇３年生３５人学級 

県の方針で35人学級と少人数授業を選択できることとなりました。本校では 35人学
級の方が、全教科できめ細かい指導ができることから、対象となる新3年生を35人学級
にしています。これにより、通常学級は全学年４学級となっています。  
 
〇４月の希望制個人懇談 
 家庭訪問については、玄関先では、十分時間をかけてお子様の話を聞き取ることが難し
いこと、感染拡大防止対策の配慮が必要なこと、移動にかける時間を懇談時間にまわせる
ことから、学校での個人懇談に切り替えます。 
 
〇部活動の朝練習 
昨年度１月より、コロナウイルス感染防止対策の健康観察を確実に行うため部活動の朝

練習を止めています。県内のコロナウイルス感染拡大の収束が見えないことや部活動にお
けるクラスター発生が散見されることから本年度もこれを継続します。部活動ガイドライ
ンに決められた放課後や休日の練習時間内で練習の質を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月・５月の主な学校行事 4月７日現在です。変更の可能性があります。 

【４月】 

７日(木) 対面式 1 学期始業式  

８日(金) 新入生事前登校 入学式準備 

     ２・３年給食開始 

１１日(月) 第７３回入学式 

１２日(火) ２・３年生身体測定 視力聴力検査 

１３日(水) １年給食開始  

１年身体測定 視力聴力検査  

校外生徒会 

１４日(木) 課題・実力テスト 

１９日(火) 全国学力・学習状況調査 

２０日(水) 個人懇談 

２１日(木) 個人懇談  

２２日(金) 個人懇談 

２５日(月) 避難訓練 

２６日(火) 個人懇談 

２７日(水) 生徒会中央委員会 

      ３年内科検診  

２８日(木) １年生部活動本入部 

２９日(金) 参観日 ＰＴＡ総会 

 

※今後予定を変更する場合は、ホームページでお知らせします。 

       

【５月】 
 ２日(月) 振替休業日 
１１日(水) 心電図検査 
１２日(木) 学校運営協議会 
１６日(月) 全校集会 
１８日(水) 中間テスト 
１９日(木) 中間テスト 
２０日(金) ２年内科検診 
２２日(日) ３年修学旅行（鹿児島）（～5/24） 
２３日(月) 教育実習開始 
２４日(火) トライやる・ウィーク事前訪問日 
２５日(水) ３年振替休業日 
２６日(木) 歯科検診 
２７日(金) １年内科検診 
３０日(月) １年眼科検診 

★ 家庭学習の日及び部活動休養日 
長時間にわたる運動を生徒に強制すること

は、バランスのとれた生活やスポーツ障害を予
防する観点から改善を図る必要があります。文
部科学省、兵庫県の部活動ガイドラインを踏ま
え、木曜日に加えて土・日曜日のいずれか一日
を部活動休養日とします。また、木曜日は教職
員も笑顔で元気に生徒と向き合う観点から定
時退勤日としていますので、ご理解いただきま
すようお願いします。 


